
市政のあり方を問う！

10

市政のあり方を問う！

11 ●政治家は葬儀の花輪・供花は禁止されています。 ●政治家は、お歳暮やお年賀は禁止されています。

「弥生の里文化財センター」で出土品を展示

津山バイパスに建設中の大型スーパー

運営に民間のノウハウを！

中島完一
未来

コンセッション方式で運営

答 田
家
付
属
町
家
群
整

備
事
業
、
今
後
の
進

め
方
は
。

城
東
地
区
の
苅

本
計
画
の
さ
ら

な
る
推
進
を
図
る
と

と
も
に
、
管
理
運
営

も
事
業
採
算
性
の
観

点
か
ら
、
コ
ン
セ
ッ

シ
ョ
ン
に
よ
る
運
営

が
最
適
で
あ
る
と
考

え
、
導
入
を
検
討
す

る
こ
と
と
し
た
。
コ

ン
セ
ッ
シ
ョ
ン
方
式

は
、
施
設
の
所
有
権

を
自
治
体
に
残
し
、

運
営
権
を
長
期
間
民

間
事
業
者
に
設
定
す

る
こ
と
が
可
能
と
な

り
、
行
政
に
は
な
い

民
間
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を

有
効
に
活
用
す
る
と

問

学校給食無償化へ第１歩を！

答答

答

の
出
土
品
等
の
活
用

は
。

の
就
学
援
助
費
の
中

の
学
校
給
食
費
の
支

給
状
況
は
。

桑
山
南
古
墳
群

岡
山
県
内
15
市

同
古
墳
群
の
調

国
が
進
め
る
施

上
限
額
を
定
め

査
は
こ
れ
か
ら
も
継

続
し
て
行
わ
れ
る
。

出
土
品
等
は
、
今
後
、

弥
生
の
里
文
化
財
セ

ン
タ
ー
で
展
示
す
る

な
ど
、
美
作
地
域
の

古
墳
の
特
徴
を
広
く

紹
介
し
た
い
。

策
に
よ
る
本
市
へ
の

影
響
は
不
透
明
だ
が
、

事
業
の
優
先
順
位
を

見
極
め
、
財
政
計
画

や
他
の
事
業
と
の
整

合
性
を
担
保
し
な
が

ら
検
討
し
て
い
く
。

て
い
る
２
市
を
含
め
、

10
市
が
無
償
化
し
て

い
る
。

問

問

答

開
店
は
８
月
31

日
予
定
、
床
面
積
は

約
４
，
０
０
０
㎡
、

来
客
数
は
約
４
，
０

０
０
人
、
来
車
数
約

１
，
４
０
０
台
の
見

込
み
で
あ
る
。

は
今
年
度
末
に
公
表

の
新
プ
ラ
ン
で
示
す
。

全
体
と
し
て
は
、
都

市
計
画
道
路
整
備
率

は
56
．
１
％
か
ら
67
．

１
％
、
内
、
河
辺
高

野
山
西
線
に
つ
い
て

は
国
道
53
号
か
ら
津

山
中
央
病
院
ま
で
は

今
年
度
末
に
開
通
予

定
、
津
山
駅
北
口
広

場
は
昨
年
度
完
了
し

た
。
ま
た
津
山
産
業

・
流
通
セ
ン
タ
ー
の

立
地
率
は
35
．
６
％野村昌平

都市計画マスタープランの地域別現姿

ま
ち
づ
く
り

ま
ち
づ
く
り

文
化

答 問

問

画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン

策
定
後
10
年
経
過
し

た
が
、
７
地
域
別
の

構
想
は
実
現
し
た
の

か
。

ン
の
西
南
部
地
域
津

山
バ
イ
パ
ス
で
は
、

大
型
ス
ー
パ
ー
が
建

設
中
だ
が
、概
要
は
。

津
山
市
都
市
計

マ
ス
タ
ー
プ
ラ

地
域
別
の
評
価

【
そ
の
他
の
質
問
項
目
】

◆
市
長
の
所
信
表
明

に
つ
い
て

と
も
に
、
運
営
権
対

価
を
受
け
と
る
こ
と

が
可
能
と
な
る
。
民

間
事
業
者
側
に
は
、

長
期
的
な
視
点
で
経

営
努
力
を
反
映
す
る

こ
と
が
で
き
る
メ

リ
ッ
ト
が
あ
り
、
本

事
業
規
模
で
の
実
施

は
、
全
国
的
に
見
て

も
例
が
な
く
、
ぜ
ひ

と
も
実
現
に
向
け
取

り
組
ん
で
い
き
た
い
。

企業を支援する「つやま産業支援センター」

歴史・文化を活かした観光振興

木下健二
清流の会

子育て支援の充実を

答

答

各
園
で
定
員
割
れ
を

お
こ
し
て
い
る
。
今

後
の
想
定
は
。

新
た
な
児
童
ク
ラ
ブ

の
設
置
は
、
ど
の
よ

公
立
幼
稚
園
の

全
学
区
対
応
の

今
後
の
園
児
数

定
数
を
超
え
る

は
、
平
成
26
年
度
に

策
定
し
た
「
津
山
市

子
ど
も
・
子
育
て
支

援
事
業
計
画
」
に
基

づ
き
、
公
立
幼
稚
園

と
し
て
幼
稚
園
ニ
ー

ズ
を
満
た
す
た
め
に
、

新
た
に
３
歳
児
を
加

え
て
３
０
０
人
程
度

の
園
児
の
受
け
入
れ

体
制
が
必
要
と
想
定

し
て
い
る
。

申
し
込
み
が
あ
る
ク

ラ
ブ
も
あ
り
、
受
け

入
れ
を
お
断
り
し
て

い
る
ケ
ー
ス
が
あ
る
。

設
置
を
進
め
て
い
る

全
学
区
対
応
の
児
童

ク
ラ
ブ
は
、
旧
市
内

の
小
学
校
区
に
在
籍

す
る
児
童
を
対
象
と

し
、
こ
の
よ
う
な
児

童
ク
ラ
ブ
の
待
機
児

童
に
対
応
す
る
た
め

設
置
す
る
も
の
で
あ

る
。

問問

市長の重点政策「財政再建の断行と経済活性」

答

答答

全
化
を
図
る
た
め
、

ど
の
よ
う
に
歳
出
削

減
を
し
、
歳
入
を
増

加
さ
せ
る
の
か
。

ら
森
林
環
境
譲
与
税

の
本
市
へ
の
配
分
は

い
く
ら
か
。

興
に
つ
い
て
、
ど
の

よ
う
な
支
援
の
取
り

組
み
を
行
う
の
か
。

か
ら
実
施
予
定
の
保

育
料
無
償
化
に
伴
う

財
源
を
使
い
、
就
学

援
助
費
の
中
の
学
校

給
食
費
の
無
償
化
を

行
っ
て
は
。

本
市
の
財
政
健

平
成
31
年
度
か

地
域
産
業
の
振

国
が
来
年
10
月

全
て
の
事
務
事

つ
や
ま
産
業
支

２
，
９
１
０
万

業
に
つ
い
て
、
点
検
、

評
価
を
行
う
。
歳
出

削
減
は
、
妥
当
性
、

有
効
性
、
改
善
性
、

市
民
参
画
の
視
点
か

ら
抜
本
的
な
見
直
し

を
行
う
。
歳
入
増
加

は
、
地
域
経
済
活
性

化
に
取
り
組
み
、
税

収
増
を
目
指
す
。

援
セ
ン
タ
ー
や
関
係

機
関
に
よ
る
協
調
体

制
の
下
で
、
き
め
細

か
な
企
業
支
援
に
取

り
組
む
。
ま
た
、
生

産
性
の
向
上
や
成
長

に
つ
な
げ
る
こ
と
を

目
的
と
し
た
固
定
資

産
税
の
特
例
措
置
を

講
じ
て
い
く
。

円
交
付
さ
れ
る
。

問

問

問問

答

地
域
公
共
交
通

網
形
成
計
画
を
策
定

し
、
小
型
乗
り
合
い

交
通
導
入
に
向
け
た

ル
ー
ル
作
り
を
行
っ

て
い
く
。

化
や
将
来
の
財
政
負

担
へ
の
影
響
な
ど
を

念
頭
に
、
見
直
す
べ

き
は
見
直
し
な
が
ら
、

本
市
の
特
性
を
活
か

し
て
事
業
精
査
し
て

い
き
た
い
。

史
・
文
化
・
自
然
・

食
と
い
っ
た
地
域
資

源
を
活
か
し
た
観
光

振
興
に
注
力
す
る
。

ま
た
、
地
域
の
稼
ぐ

力
を
引
き
出
す
た

め
、
津
山
版
Ｄ
Ｍ
Ｏ

の
形
成
を
目
指
す
。

政岡哲弘

原　行則

市長の施政方針

幼
稚
園

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

行
政
運
営

観
光

公
共
交
通

財
政

森
林
環
境
税

産
業
支
援

給
食
無
償
化

答答 問問

問

源
不
足
を
踏
ま
え
、

総
花
的
な
総
合
計
画

を
見
直
し
、
津
山
の

特
性
を
活
か
し
た
取

り
組
み
が
必
要
で

は
。

環
境
及
び
歴
史
・
文

化
を
活
か
し
た
観
光

施
策
の
あ
り
方
は
。

る
抜
本
的
な
公
共
交

通
施
策
の
検
討
が
必

要
で
は
。

人
口
減
少
や
財

恵
ま
れ
た
自
然

行
政
主
導
に
よ

社
会
情
勢
の
変

本
市
の
持
つ
歴

未来

公明党津山市議団

う
な
ク
ラ
ブ
を
作
ろ

う
と
し
て
い
る
の

か
。

津山自由民主倶楽部

か
ら
75
．
５
％
、
久

米
産
業
団
地
は
61
．

０
％
か
ら
74
．
４
％

と
進
ん
だ
。

日本共産党
津山市議団

美見みち子


